
名工大柔道部 OB 会関西懇親会 

2011 年 12 月 23 日（祝・金）15：00～ 

神戸の JR 甲南山手駅前セルバ内の 

エイコーンスタジオ 

予算：3000 円 

参加者：12 名（63 歳～86 歳） 

 M22 岡野大先輩(姫路から) 

日本柔道界最高の指導者の一人 

Y41 村井  部誌づくりに執念（名古屋から） 

E41 大場  広島県福山から、  

D39  簗瀬(旧姓 小笠原) 主将 

       中部地区 はじめて二部で優勝 

M39 山本  副主将 ※会場のオーナー 

K40 重松  マネージャー 

D41 末利  会計 

       現在、日本技術士会副会長 

B43 矢倉  主将、       経営者 

 この年一部に昇格、 

 

 

 

 

 

M43 堀内 ＊＊＊  経営者 

D45 高原 この会の世話役 

    これからもよろしく！ 

A46 久野 主将 

      この年二部に降格 

E46 佐能 ＊＊＊ 

 

 

 ～19：30 解散 

★素晴らしい 1 日でした！！ 



昭和37年12月の二部優勝の記録 
  東海学柔連 20 周年誌(1974)より 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
S38 度柔道部の陣容 
前列左から望月主将、平岡副主将、真弓(S39 主将) 

中列左から、末利、池田(S40 主将)、＊＊、渡久山副主将   

↓左手前は又井不二雄先生  ↑開会式に入場 

↓トピックス、名工大はランキング 7 位に！  

 日刊ゲンダイ 111223 

 

 

 

 



よい情報発信でネットワークを拡げよう！           M39 山本 泰三 
  

 岡野先輩（M22）にお目にかかったのは 3 年前の名古屋工業会兵庫支部の総会に始めて参加

した時です。新日鉄広畑全盛時代の柔道部監督として、全日本で優勝を続けて来られました。 

 素晴らしい伝統を後輩たちに伝える場を持ちたいと、世話役の高原さん（D45）と相談して

懇親会を開催できました。夏に名古屋地区での柔道部 OB 会で村井さん（Y41）から、部誌を

発行できないかというお話を聞き、実現できるといいなあ、ということで動き出しました。 

 名古屋で井戸さん（K41）、浜本さん（B45）、川崎さん（C50）などが検討された結果、S39

年から 16 号まで発行してきた柔道部誌(文集)「心技」を CD にまとめたものを送っていただい

た。昭和 29 年からの活動記録「東海学柔連 20 年誌」は私たちをご指導いただいた又井不二雄

先生が理事長として仕上げられた冊子もあります。 

 この二つの財産を再生させることができるといいなあ！と思いながら、パソコンでデータを

再整理し、このたびの懇親会で、当時の思い出、その後の人生での経験を語り合いながら、至

福の一日を過ごすことができました。 

 私たちの年代は 2 年上の吉村主将、2 年下の真弓主将の間で、最強の二宮先輩を擁して初め

て二部優勝を果たしました。その時｢亀屋｣で優勝カップに注いだ酒を飲んだのが、私の柔道人

生で最高の思い出です。なんと村井さんがその時の写真を持ってきて下さったのです。 

 思い出話に火がつき、柔道の極意は「卵を手のひらでフアッと壊れないように握り、力を抜

いて相手に対応する」との岡野先輩のことば。このことは他のスポーツでも仕事の生き様でも

同じであると改めて気付かされました。肩肘を張らず、自然体で生きていくことの重要性を改

めて思っています。 

 又井先生、吉村さん、真弓さんをはじめ親しい先輩、同輩、後輩が亡くなられましたが、我々

が柔道、また人生を通じて得てきたこの気持ち、この伝統は後世に引き継がなければなりませ

ん。 

 同じ作るのなら、一般の図書として発行できるものに仕上げる可能性があります。この目標

にチャレンジしてみたいと思います。各位のご協力をお願いいたします。 

 

2011.12.23 懇親会会場で 

↓エイコーンスタジオを経営する二人の息子と  ↓本当にうれしそうに笑っています 


